
 
 

種名 

カンガレイ 

Scirpus triangulatus  

 
分類 被子植物単子葉植物網カヤツリグサ科 俗称  生活型 多年草、抽水植物 

分布 北海道、本州、四国、九州、沖縄、東アジア、インドに分布する。 

形態 叢生し、高さ５０～１２０㎝。茎は 3稜形。葉は茎の基部のさやに退化している。 

類似種  

生息場所 池や沼などの湿地。 

繁殖 

花期は８～１０月。苞は 1 個で茎に連続するため、花序は側生状に見える。花序に枝は

なく、小穂は５～２０個が球状に集まってつく。少穂は長さ１～２㎝、幅４～６㎜、鱗片は 

長さ 4～5 ㎜。柱頭は３個。果実は編３稜形で長さ 2～2.5 ㎜、熟すと黒褐色になり、横縞

がある。針状花被は６本で長さは果実の１．５～２倍。 

他生物との関係  

配慮のポイント  

カテゴリー  

引用文献： 『改訂新版 世界文化生物大図鑑 植物Ⅱ 単子葉植物』を改変


